
共
同
研
究
の
経
緯
と
概
要

岩
城
卓
二

【は
じ
め
に
】

　
本
書
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
一
九
九
三
年
度
か
ら
一
九
九
五
年
度
に
か
け

て

実
施

し
た
共
同
研
究
「
在
郷
町
の
成
立
と
展
開
－
桐
生
新
町
の
分
析
－
」
の
報
告

書
で
あ
る
。

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
創
設
当
初
よ
り
、
都
市
と
基
層
信
仰
を
共
同
研
究

の

二
大
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。
既
刊
の
報
告
書
を
み
れ
ば
明
ら
か
な

よ
う
に
、
二
つ
の
共
同
研
究
に
は
館
内
外
か
ら
多
く
の
研
究
者
が
参
画
し
、
大
局
的

な
視
野
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
、
貴
重
な
成
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
は

こ
れ
ら
共
同
研
究
に
比
す
と
、
目
的
や
研
究
対
象
地
域
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
、
館
内
三
名
・
館
外
八
名
と
い
う
人
員
の
点
に
お
い
て
も
小
規
模
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
本
研
究
を
共
同
研
究
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
課
題

設
定
の
視
野
が
狭
す
ぎ
る
と
い
う
点
で
批
判
的
な
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
共
同
研

究

と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
・
素
材
を
扱
い
、
そ
れ
ら
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
次

な
る
研
究
課
題
を
抽
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
対
象
地
域
が
桐
生
新
町
と
い
う
一
地
域

に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
反
対
に
も
か
か

わ

ら
ず
、
当
時
の
研
究
委
員
会
が
小
規
模
な
共
同
研
究
を
推
進
し
た
意
図
は
、
都
市

と
基
層
信
仰
と
い
う
二
大
テ
ー
マ
が
一
応
の
区
切
り
を
迎
え
、
次
な
る
課
題
を
設
定

す
る
過
渡
期
に
あ
っ
た
当
時
、
小
規
模
な
共
同
研
究
の
成
果
か
ら
次
な
る
大
き
な
課

題
を
模
索
で
き
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
、
小
規
模
な
テ
ー
マ
も
認
め
る
こ
と
で
、
新

し
く
館
員
と
な
っ
た
若
手
や
地
域
で
研
究
を
進
め
る
人
々
に
も
、
よ
り
参
画
の
可
能

性
が
広
が
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に

あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
本
研
究
は
、
そ
う
し
た
期
待
に
十
分
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
い
え
ず
、
共
同
研
究
と
し
て
の
成
果
に
は
問
題
も
あ
ろ
う

が
、
所
収
し
た
個
々
の
論
文
に
は
み
る
べ
き
成
果
が
あ
り
、
今
後
の
こ
の
方
面
の
研

究

に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

【目
的
】

　
近
世
に
お
い
て
は
、
町
方
（
都
市
）
と
在
方
（
農
村
）
が
明
確
に
区
分
さ
れ
、
ど
ち
ら

に
把
握
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
住
民
の
身
分
や
支
配
形
態
は
異
な
っ
た
。
在
郷
町
と

は
、
交
通
の
要
衝
、
物
資
の
集
積
地
、
定
期
市
が
た
つ
流
通
の
中
心
地
と
し
て
発
展
・

展
開
し
な
が
ら
、
在
方
の
一
形
態
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
都
市
的
な
場
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
領
主
の
陣
屋
が
お
か
れ
る
支
配
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
群
馬
県
東
端
部
に
位
置
す
る
桐
生
新
町
は
、
こ
う
し
た
在
郷
町
の
ひ
と
つ
で
あ
る

が
、
当
町
は
す
で
に
近
世
・
近
代
史
研
究
者
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
。

当
町
を
め
ぐ
る
研
究
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
本
書
所
収
の
横
山
伊
徳
論
文
に
詳
し
い

が
、
桐
生
出
身
の
羽
仁
五
郎
が
桐
生
・
足
利
の
織
物
業
で
は
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

が
行
わ
れ
て
い
た
と
論
じ
て
以
来
、
注
目
さ
れ
、
戦
前
に
お
い
て
は
桐
生
H
「
自
由

都
市
」
と
い
う
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
た
。
戦
後
に
な
る
と
、
在
郷
町
研
究
は
近
世

1
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史
研
究
の
主
要
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
幕
藩
体
制
の
流
通
構
造
上
に
お
け
る

在
郷
町
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
深
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
幕
末
期
に
は
在
郷

町
に
お
い
て
階
級
闘
争
が
激
化
す
る
こ
と
か
ら
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
を
考
え

る
素
材
と
し
て
も
研
究
の
関
心
が
向
け
ら
れ
た
。
桐
生
新
町
も
こ
う
し
た
動
向
の
な

か
で

し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
、
天
保
年
間
の
足
利
絹
市
と
の
対
立
と
そ
れ
に
と
も
な
う

桐
生
織
物
仲
間
の
動
向
等
は
、
近
世
後
期
の
社
会
像
を
論
じ
る
た
め
の
素
材
と
し
て
、

通
史
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
（
津
田
秀
夫
『
天
保
の
改
革
』
、
小
学
館
）
。
桐
生

新
町
は
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
近
世
史
像
を
構
築
す
る
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て

熱
い
視
線
が
向
け
ら
れ
て
き
た
場
所
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
近
世
史
研
究
の
問
題
意
識
の
変
化
に

と
も
な
い
、
桐
生
新
町
へ
の
関
心
は
次
第
に
弱
く
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
戦
後
近

世
史
研
究
に
お
け
る
関
心
の
高
さ
か
ら
す
る
と
、
一
見
豊
富
に
思
え
る
当
町
の
研
究

も
、
大
き
く
は
流
通
史
・
階
級
闘
争
史
の
観
点
か
ら
の
分
析
に
集
約
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
桐
生
新
町
を
構
成
す
る
各
町
の
構
造
、
住
民
の
社
会
関
係
、
町
制
機
構
、

あ
る
い
は
民
衆
生
活
史
等
々
、
そ
の
内
部
構
造
に
ま
で
分
け
入
っ
た
研
究
は
意
外
に

乏

し
い
。
む
し
ろ
こ
う
し
た
研
究
は
、
現
在
も
刊
行
さ
れ
る
『
桐
生
史
苑
』
の
刊
行

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
桐
生
の
地
に
根
ざ
す
人
々
の
手
で
な
さ
れ
、
そ
れ
は
多
く
の
近

世
・
近
代
史
研
究
者
の
関
心
が
桐
生
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
以
降
も
地
道
に
続
け
ら
れ

て

き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
本
研
究
で

は
こ
う
し
た
桐
生
新
町
の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
、
次
の
よ
う
な
課
題
を

設
定
し
た
。

①
桐
生
の
地
で
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
や
史
料
残
存
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
。
こ
れ

　

は
、
今
後
の
研
究
を
深
め
る
手
が
か
り
を
得
る
た
め
で
あ
る
。

②
住
民
構
造
を
読
み
解
く
こ
と
。
桐
生
新
町
に
は
一
九
世
紀
以
降
の
宗
門
改
帳
が
残

　

さ
れ
て
お
り
、
同
町
を
構
成
す
る
六
町
分
す
べ
て
の
も
の
が
残
存
す
る
年
も
少
な

　

く
な
い
。
こ
れ
は
同
町
の
住
民
構
造
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
こ

　
れ

ま
で
十
分
に
活
用
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
こ
の
宗
門
改
帳

　
か

ら
同
町
の
住
民
構
造
を
読
み
解
く
こ
と
を
第
一
の
課
題
と
す
る
。

③
在
郷
町
の
経
済
的
役
割
に
つ
い
て
、
商
人
の
経
営
分
析
や
周
辺
農
村
と
の
関
係
か

　
ら
検
討
す
る
。

④
祭
礼
を
は
じ
め
民
衆
生
活
史
の
側
面
か
ら
在
郷
町
を
検
討
す
る
。

⑤
古
代
・
中
世
・
近
代
の
様
相
に
も
目
を
向
け
、
近
世
の
桐
生
新
町
の
特
質
を
よ
り

　

鮮
明
に
す
る

【組
織
】

板
橋
春
夫

梅
村
佳
代

　
久
留
島
浩

　
菅
原
征
子

　
杉
森
玲
子

　
堀
越
靖
久

　
松
浦
利
隆

　
松
村
　
敏

　
岩
城
卓
二

　
小
林
忠
雄

　
高
橋
　
敏

研
究
協
力
者

　
横
山
伊
徳

伊
勢
崎
市
中
央
公
民
館

奈
良
教
育
大
学
教
育
学
部

千
葉
大
学
教
育
学
部

歴
史
学
会
理
事

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

桐
生
市
立
図
書
館

群
馬
県
立
群
馬
高
校

金
沢
大
学
教
育
学
部

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

※

所
属
は
一
九
九
三
年
当
時

【研
究
期
間
】

一
九
九

三
年
度
～
一
九
九
五
年
度

2
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【経
過
】

一
九
九
三
年
度

第
一
回
研
究
会

　
　
堀
越
靖
久

　
　
高
橋
　
敏

第
二
回
研
究
会

　
　
松
浦
利
隆

　
　
堀
越
靖
久

九

月
十
七
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

「在
郷
町
桐
生
新
町
の
研
究
成
果
と
課
題
」

「近
世
家
族
の
肖
像
ー
桐
生
新
町
吉
田
家
の
分
析
ー
」

十
月
十
七
日
～
十
八
日
　
桐
生
市
立
図
書
館

「桐
生
の
近
代
遺
蹟
」

「在
郷
町
桐
生
関
係
資
料
の
検
討
」

　
　
現
地
見
学
会

第
三
回
研
究
会
　
三
月
二
十
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
岩
城
卓
二
　
「
十
七
世
紀
在
郷
町
商
人
の
経
営
ー
下
総
国
佐
原
伊
能
家
を
中
心
に
ー
」

一
九
九

五
年
度

第
一
回
研
究
会

　
　
松
村
　
敏

　
　
高
橋
　
敏

　
　
堀
越
靖
久

第
二
回
研
究
会

　
　
岩
城
卓
二

　
　
久
留
島
浩

第
三
回
研
究
会

　
　
梅
村
佳
代

　
　
岩
城
卓
二

七

月
七
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

「近
代
に
お
け
る
桐
生
周
辺
村
落
の
家
族
動
態
」

「桐
生
研
究
の
一
、
二
の
問
題
点
」

「高
橋
敏
著
『
村
の
手
習
い
塾
』
を
め
ぐ
っ
て
」

十
一
月
十
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

「在
郷
町
に
お
け
る
『
行
政
』
と
担
い
手
」

「桐
生
新
町
の
火
消
し
の
歴
史
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」

二
月
八
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

「文
化
三
年
の
宗
門
帳
よ
り
み
た
桐
生
新
町
の
家
族
構
成
と
奉
公
人
」

「共
同
研
究
の
成
果
と
残
さ
れ
た
課
題
」

一
九
九
四
年
度

第
一
回
研
究
会

　
　
杉
森
玲
子

　
　
岩
城
卓
二

第
二
回
研
究
会

　
　
小
林
忠
雄

　
　
松
浦
利
隆

九

月
十
五
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

「近
世
前
期
に
お
け
る
町
場
の
構
…
造
」

「十
七
世
紀
利
根
川
流
域
在
郷
町
の
歴
史
的
性
格
」

十
一
月
十
一
日
～
十
三
日
　
桐
生
市
立
図
書
館

「在
郷
町
の
民
俗
的
特
質
」

「
桐
生
周
辺
の
機
織
・
在
来
技
術
に
つ
い
て
」

　
　
現
地
見
学
会

第
三
回
研
究
会
　
二
月
九
日
～
十
日
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　
板
橋
春
夫
　
「
桐
生
新
町
の
天
王
祭
礼
」

　
　
菅
原
征
子
　
「
桐
生
の
古
代
・
中
世
」

　
　
高
橋
　
敏
　
「
桐
生
吉
田
家
の
子
弟
教
育
」

【成
果
と
反
省
】

　
桐
生
に
お
い
て
当
地
の
地
域
研
究
を
中
心
的
に
担
っ
て
き
た
方
々
と
と
も
に
研
究

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
、
現
地
見
学
会
を
行
っ
た
こ
と
で
、
桐
生
新
町
を

め

ぐ
る
現
在
の
研
究
状
況
や
史
料
の
残
存
状
況
を
か
な
り
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が

で

き
た
。
し
か
し
、
共
同
研
究
の
性
格
上
、
現
地
調
査
の
成
果
、
た
と
え
ば
取
り
壊

し
直
前
の
遊
郭
建
築
の
調
査
お
よ
び
経
営
者
か
ら
の
聞
き
取
り
等
を
十
分
に
蓄
積
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
史
料
の
所
在
が
知
ら
れ
な
が
ら
目
録
作
成
や
写

真
撮
影
等
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
本
研
究
は
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
が
可
能
な
特
定
研
究
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
研
究
員
個
々
の
研
究
報
告
は
、
充
実
し
た
も
の
が
多
く
、
一
応
、
先
の
①
～
⑤
の

課
題

に
即
し
た
報
告
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
報
告
書
に
原
稿
と
し
て
ま
と
め
る
に
は

至

ら
な
か
っ
た
も
の
も
あ
り
、
そ
の
点
で
不
十
分
さ
は
拭
え
な
い
。
し
か
し
、
同
町

の

住
民
構
造
は
、
単
純
な
上
層
と
下
層
と
い
う
区
分
を
こ
え
て
、
か
な
り
詳
細
に
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
従
来
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
宗
教
事
情
へ
の
着
目
、
豪
農
の

桐
生
新
町
進
出
と
い
う
視
点
か
ら
の
分
析
や
、
こ
れ
ま
で
経
済
史
の
分
野
で
取
り
上

3
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げ
ら
れ
て
き
た
織
元
の
よ
う
な
上
層
民
と
は
違
う
中
層
ク
ラ
ス
の
商
人
の
動
向
が
論

じ
ら
れ
た
こ
と
で
、
桐
生
新
町
の
研
究
は
一
層
厚
み
を
増
し
た
と
考
え
る
。
た
だ
、

こ
う
し
た
個
別
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
在
郷
町
論
を
論
じ
る
に
は
至
ら
ず
、
共
同
研
究

の
成
果
と
し
て
は
不
十
分
さ
を
残
し
た
。

（大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
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